
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

地域自治区予算は、地域の課題解決や活性化に向けて、地域協議会で事業計画を作成し、事業を行う予算

です。令和８年度の作手地域自治区予算の事業が決定しました。 

１１月７日（金）に木村優会長より下江市長へ建議（提出）しました。 

 ♦令和８年度作手地域自治区予算事業計画♦  

１.作手地域自治区若者定住奨励金交付事業 

定住促進を図るため、作手に転入、転居した者、及び出産した者で、作手地域自治区の区 

域内に住所を定めてから３年度が経過した４５歳以下の者を対象に奨励金を交付する。     342 千円 

２.つくでっ子元気事業 

小中学生の学習意欲の向上及び地域の人たちとの交流を図るため、スポーツ・文化・芸術 

の講演会、講習会、鑑賞会等を行う。                           872 千円  

３.防災活動補助事業 

地域住民の防災力向上や地域防災意識の高揚を図るため、防災活動補助金の上乗せ補助金 

を交付する。                                      172 千円 

４.保育所英語講師派遣事業 

魅力ある作手地域の教育を目指すために、作手こども園の園児を対象に英語を親しむ機会 

づくりを行う。                                     275 千円 

５.小学校英語教育推進事業 

魅力ある作手地域の教育を目指すために、作手小学校低学年を対象に英語に親しむ機会づ 

くりを行う。また、３～６年生の外国語活動・外国語授業を支援するアドバイザーを派遣 

する。                                         961 千円 

６.地域集会施設整備費補助事業 

地域集会施設の新築、増築、改築又は改修に要する経費に対する補助金の上乗せ補助金を 

交付する。                                       ６00 千円 

７.地域安全灯設置費補助事業 

地域住民の安全・安心及び地域防犯意識の高揚を図るため、地域安全灯設置費補助金を交 

付する。                                        25 千円 

８.防災意識向上事業【新規事業】 

地域住民の防災意識の向上を目的に、能登半島地震を経験した講師を招き、防災講座を開  

催する。                                        ８４千円 

９.防災倉庫の備品整備事業（指定避難所）【新規事業】 

災害時に孤立集落となる可能性が高いため、備蓄食料を追加で整備する。          1,435 千円 

１０.観光施設整備事業（歴史の小径 文殊山展望台修繕）【新規事業】 

作手地域の観光資源である「歴史の小径」のコース上に位置する展望台の修繕を行う。    2,258 千円 

１１.作手の魅力発信事業（道の駅情報館の整備）【新規事業】 

作手地域の魅力を発信する場として活用するため、つくで手作り村の情報館を整備する。    338 千円 
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発行：作手自治振興事務所 

担当：美澤 佳典（みさわ よしのり） 

【お問合せ】 

新城市作手高里字縄手上６０ 

作手総合支所 

電話 : 0536-25-7878 

FAX : 0536-37-2216 

ﾒ ｰ ﾙ : tsukude-jichi@city.shinshiro.lg.jp 

作手地域自治区予算 ～事業計画を決定～ 



作手地域のための活動（令和８年度に実施する事業）  

上限５０万円（１団体）  

令和８年２月１５日（日） ※参加が必要  

令和７年１１月２５日（火）～令和８年１月９日（金）  
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⑦地域活動の拠点整備 
・ゲートボール場等の 

生涯スポーツ拠点整備 など 

⑤保健・医療福祉の向上 
・健康づくり講座の開催 

・ウォーキングコースの整備 など 

⑥特性を活かした活性化 
・ボランティアガイドの育成 

・夏祭り等のイベント開催 など 

①景観づくりや環境保全 
・不法投棄防止活動 

・ごみ集積場設置 など 

③伝統・文化の継承 
・歴史資源の保存整備 

・伝統芸能継承のための資材購入 など 

応 援 金 

審 査 会 

募 集 期 間 

④こどもの健全育成 
・子育て支援事業の開催 

・世代間交流事業の開催 など 

②安心安全な地域づくり 
・交通安全マップの作成 

・防災訓練充実 など 

対 象 事 業 


